










施 工 手 順

2D
（1.7D）

2D
（1.7D）

2.5D以上
（2.2D以上）

Do

D

Do

D

拡頭タイプ※（　）内の数値は粘土質地盤です。
D ：杭径
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（1.2D）

杭心セット／掘削・攪拌

杭心に掘削心をあわせ、水などを注入しながら必要に応じて上
下反復し、根固め球根下端まで掘削する。

根固め液注入／根固め球根部上下反復

【砂質地盤・礫質地盤】
根固め球根下端にて正回転で根固め液を所定注入量の2/3
～全量注入後、上方2D区間を2回以上、上下反復する。

【粘土質地盤】
根固め球根下端にて正回転で根固め液を注入しながら1回上
下反復し、球根下端にて残りの根固め液を注入する。その後、
必要に応じて根固め球根部全長を上下反復する。

杭周固定液注入／杭周固定部上下反復

杭周固定液注入範囲下端深度より上端深度まで、杭周固定
液を注入しながら引上げ、杭周固定液注入範囲を1回以上、
上下反復する。その後、掘削孔より掘削攪拌装置を引上げる。

杭挿入・設置

杭を建て込み、挿入し、所定深度に設置する。

Hyper-ストレート Hyper-ストレート

ストレート掘削による理想の施工フローを実現

5 6
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